





















































































































































































































































































































































































































７　首相官邸地球温暖化対策推進本部が 2001年 7月 10日に発表した「1999年度（平成 11年度）の
温室効果ガスの排出量について」による。http://www.kantei.go.jp/jp/ondan/suisinhonbu/
010710/pdfs/siryou1.pdf





１０ Edmund Husserl, Husserliana VI(Die Krisis der europäischen Wissenschaften und die transzendentale
Phänomenologie), Mrtinus Nijhoff, 1962, S. 25.（『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』（木田
元訳），中央公論社，1974年，44頁）
１１Ibid., S. 30-31.（49− 50頁）この測定術は、単に長さのみならず、次第に味、香り、温冷などの
ようなものにも拡張されていく。
１２Ibid., S. 134.（183頁）
１３Ibid., S. 176.（247頁）
１４自然主義的態度とは、自然科学による理念の衣を通して世界をみようとする態度である。
１５Ibid.
１６しかしこれはすぐに何らかの対策を講じないでもよいということを意味してはいない。例えば今す
ぐに二酸化炭素の排出量を減らしたとしても、これまでに排出された二酸化炭素がいまだ大気中に
留まっているのであり、その効果が現れるのはしばらく先のことである。そういう意味では、環境
の危機は目前に迫っているのである。
１７この発見こそがフッサールをして、発生的現象学へと移行せしめたものであろう。
１８もう少し具体的に述べておこう。京都議定書で各国の二酸化炭素排出量の削減目標が、EU8％、日
本 6％と決められた。しかし実際には、地球温暖化を止めるためには、世界全体で 50％ほどの削
減が必要であるといわれている。いま現在のエネルギー供給源などを考えてみるならば、1950年
代の二酸化炭素排出レベルにまで下げなければならない。先にわたしが「第一の自然」と述べたの
は、この 1950年代レベルのわたしたちの生と自然環境のあり方である。先に環境破壊の原因と
なっているのは、大量生産、大量消費、大量廃棄というサイクルであるということは述べたが、明
らかにこのサイクルは、自然の自浄能力を超えてしまっているのであり、まさにそれがわたしたち
の現在の生のあり方ではないだろうか。もしそうであるとするならば、いま現在の生を1950年代
の自然に近づける努力が必要であると思われる。
１９松下和夫，『環境学入門12　環境ガバナンス−市民・企業・自治体・政府の役割−』，岩波書店，2002
年，ⅶ頁。
